
支店、営業所 
名古屋・恵那・高山・郡上・京都 

ヒ
ナ
・
資
材
・
鶏
卵
加
工
販
売 

株
式 

会
社 

後
藤
孵
卵
場 

岐阜市西野町７丁目北町13 

TEL〈058〉251-2231 
FAX〈058〉253-0812

ゴトウグループ 
美濃かしわ 
ゴトウテクニカル 
グローバルチック 
中部デリカフーズ 
岐阜養鶏農協 

Phone（
０５８
）３２４

-７２０３
Fax（
０５８
）３２４

-６２７７
 

大
西
　
隆（
昭
和
45年

農
卒
）　
裕（
平
成
７
年
工
卒
） 

セ
ン
ト
ラ
ル
・
ロ
ー
ズ
・
ナ
ー
セ
リ
ー
 

〒
501-04

岐
阜
県
本
巣
市
七
五
三
一
の
坪
772-4

プレストレストコンクリート設計製作施工 
コンクリート二次製品製造販売 

〒500-8703岐阜市香蘭１丁目１番地 
TEL.058-255-3333　FAX.058-255-3330 

代表取締役 村瀬恒治 
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本 社 

支 社 

去
る
四
月
二

十
三
日
、
恵

那
峡

｢

恵
那

荘｣

で
瑞
穂

寮
生
会
が
催

さ
れ
た
。
昭

和
二
十
一
年

か
ら
二
十
四
年
卒
業
の
寮
生
を
中
心
に
、

二
十
余
名
が
集
ま
っ
た
。
桜
は
お
お
か

た
散
っ
て
い
た
が
、
恵
那
峡
の
水
は
美

し
く
、
周
囲
の
山
々
の
若
葉
が
目
に
沁

み
る
穏
や
か
な
日
和
で
あ
っ
た
。
平
野

行
雄
君
を
は
じ
め
と
す
る
松
岡
昭
雄
君
、

花
村
正
君
ら
発
起
人
の
、
ま
こ
と
に
行

き
と
ど
い
た
配
慮
に
よ
っ
て
、
久
し
ぶ

り
に
意
義
深
く
、
充
実
し
た
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

午
後
三
時
過
ぎ
に
開
会
。
夕
食
を
共

に
し
て
一
泊
の
日
程
で
あ
っ
た
。
開
会

冒
頭
か
ら
、
一
人
一
人
が
寮
生
活
の
思

い
出
や
、
卒
業
後
の
こ
と
な
ど
を
順
次

語
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
実
に
、

二
時
間
余
も
続
い
た
。
そ
の
間
、
私
語

す
る
者
も
席
を
離
れ
る
者
も
な
く
、
最

後
の
一
人
が
語
り
お
え
る
ま
で
聞
き
入
っ

た
。
こ
れ
は
、
苦
し
い
時
代
に
、
寝
食

を
共
に
し
て
き
た
者
同
志
の
集
ま
り
で

あ
っ
た
か
ら
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
私

は
こ
の
よ
う
な
進
行
計
画
を
立
て
、
実

行
に
移
し
た
発
起
人
諸
君
の
見
識
に
感

服
し
た
。
酒
食
を
共
に
す
る
こ
と
を
主

と
し
た
同
窓
会
な
ど
で
は
、
な
か
な
か
、

こ
う
は
い
か
な
い
。

旧
寮
生
た
ち
の
語
っ
た
こ
と
を
大
別

す
る
と
、
上
級
生
と
下
級
生
の
関
係
が

き
び
し
く
つ
ら
か
っ
た
こ
と
と
、
最
悪

の
食
糧
事
情
の
中
で
の
、
み
じ
め
な
生

活
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

い
ま
の
小
・
中
学
校
で
は
、
し
ば
し

ば｢

い
じ
め｣
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

が
、
当
時
の
寮
生
活
の
中
で
の
上
・
下

の
差
別
や
暴
力
は
な
ま
や
さ
し
い
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
部
屋
の
敷
居
や
、
銃

剣
道
の
練
習
用
の
木
銃
を
並
べ
た
上
に

長
時
間
正
座
さ
せ
ら
れ
た
り
、
さ
さ
い

な
こ
と
で
、
上
級
生
か
ら
暴
力
を
振
る

わ
れ
た
り
す
る
の
は
、
日
常
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
軍
隊
生
活
そ
の
も

の
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
八
年
、
私
が
寮
へ
入
っ
た
当

時
は
、
上
級
生
の
夜
具
の
上
げ
お
ろ
し

も
一
年
生
の
つ
と
め
で
あ
っ
た
。
部
の

練
習
の
際
、
銃
剣
道
の
防
具
を
つ
け
、

木
銃
を
構
え
た
ま
ま
、
グ
ラ
ン
ド
の
南

北
を
兎
跳
び
で
往
復
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

を
思
い
出
す
。

食
事
は
、
入
寮
当
初
は
麦
飯
で
あ
っ

た
が
、
次
第
に
さ
つ
ま
い
も
や
大
豆
が

混
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
敗
戦
の
こ
ろ

は
、
い
も
雑
炊
や
粥
が
主
食
で
あ
っ
た
。

た
ま
に
帰
省
し
て
、
空
腹
を
補
う
た
め

の
食
品
を
持
ち
帰
っ
て
も
、
一
年
生
の

場
合
、
大
半
は
上
級
生
に
巻
き
上
げ
ら

れ
て
し
ま
う
の
が
常
で
あ
っ
た
。

勤
労
奉
仕
と
い
う
名
目
で
、
連
日
、

山
地
や
竹
藪
の
開
墾
に
狩
り
出
さ
れ
た

り
、
農
地
改
良
や
出
征
兵
士
の
い
る
農

家
の
手
伝
い
に
出
か
け
た
こ
と
も
話
題

に
な
っ
た
。
昭
和
二
十
一
年
卒
業
の
私

た
ち
は
、
ま
と
も
に
授
業
を
受
け
た
の

は
、
一
学
年
の
と
き
だ
け
で
あ
っ
た
。

│
│
寮
生
活
の
、
い
わ
ば
マ
イ
ナ
ス

の
部
分
だ
け
を
と
り
上
げ
る
結
果
に
な
っ

た
が
、
事
実
、
楽
し
く
、
心
あ
た
た
ま

る
よ
う
な
話
題
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
軍

国
主
義
は
、
国
民
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
を

呑
み
込
ん
で
い
て
、
私
た
ち
は
、
こ
れ

を
不
当
な
こ
と
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の

だ
。寮

生
会
の
席
上
、｢

苦
し
か
っ
た
が

得
難
い
経
験
で
あ
っ
た｣

、｢

あ
の
苦
し

み
を
体
験
し
た
か
ら
こ
そ
、
今
日
ま
で

頑
張
っ
て
生
き
て
く
る
こ
と
が
で
き
た｣

と
語
っ
た
寮
生
が
何
人
か
い
た
。
こ
れ

は
、
集
ま
っ
た
者
全
員
の
、
共
通
し
た

思
い
で
も
あ
っ
た
。

宴
会
が
始
ま
っ
て
も
話
題
は
尽
き
ず
、

参
加
者
の
表
情
は
一
様
に
明
る
か
っ
た
。

翌
朝
、
再
会
を
約
束
し
て
解
散
し
た
。

(

昭
21
農
科
卒
・
美
術
家)

http://www.gino-douso.org/

(１) 第２１７号 平成18年５月25日発行瑞 穂

瑞
穂
寮
生
会
の
こ
と

大

澤

一
佐
志

(

昭
21
農
卒)

県
現
代
美
術
家
協
会
会
長

詩
や
書
、
画
の
融
合
を
模
索
し
、
絵
画
に
自

作
の
詩
句
や
古
今
の
名
歌
、
詩
文
な
ど
を
讃
す

る
独
自
の
画
風
を
確
立
。
多
彩
で
味
わ
い
深
い

作
品
を
発
表(

岐
阜
新
聞
紹
介
文
よ
り)

氏
は
、
平
成
十
七
年
度

｢

第
五
十
六
回
岐
阜

新
聞
大
賞｣

(

文
化
部
門)

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



岐
阜
農
林
高
校

教
え
子
た
ち
に
よ
る

『

郷

峰
男
先
生
の
退
職

記
念
祝
賀
会』
開
催
さ
れ
る

去
る
二
月
十
九
日
、
平
成
十
八
年
三

月
を
も
っ
て
県
立
岐
阜
高
等
学
校
長
の

要
職
を
最
後
に
退
職
さ
れ
る
郷
峰
男
先

生
の
退
職
記
念
祝
賀
会
が
、
岐
阜
市
柳

ヶ
瀬｢

グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山｣

に
て

開
催
さ
れ
た
。

呼
び
か
け
は
、
先
生
が
岐
阜
農
林
高

校
へ
着
任
後
初
め
て
担
任
を
し
た
農
芸

化
学
科
昭
和
四
十
六
年
卒
業
生
の
有
志

で
行
っ
た
。
こ
れ
に
応
え
、
先
生
が
教

鞭
を
と
ら
れ
た
農
芸
化
学
科
昭
和
四
十

四
年
か
ら
五
十
二
年
卒
ま
で
の
九
ク
ラ

ス
の
代
表
が
実
行
委
員
会
を
結
成
し

『

Ｇ
・
Ｔ
・
Ｇ(G

reat
Teacher

G
ou)

を
た
た
え
る
会』

と
称
し
て
開
催
し
た

も
の
で
、
参
加
者
は
来
賓
参
加
さ
れ
た

桂
川
幾
郎
、
瀬
尾
章
二
両
先
生
、
賛
同

者
を
含
め
百
余
名
に
の
ぼ
っ
た
。

先
生
は
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
本
校

農
芸
化
学
科
を
卒
業
後
岐
阜
大
学
に
学

ば
れ
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
か
ら
五
十

一
年
三
月
ま
で
の
八
年
間
本
校
で
教
鞭

を
執
ら
れ
、
そ
の
後
大
垣
農
業
高
校
、

県
教
育
委
員
会
、
恵
那
農
業
高
校
長
・

華
陽
高
校
長
・
華
陽
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高

校
長
を
歴
任
さ
れ
、
さ
ら
に
平
成
十
三

年
か
ら
は
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
文

化
課
長
、
同
教
育
次
長
を
歴
任
さ
れ
る

な
ど
岐
阜
県
の
教
育
界
に
多
大
な
功
績

を
残
さ
れ
た
。

席
上
、
先
生
は『

や
れ
ば
で
き
る』

を
合
言
葉
に
し
た
人
生
を
生
き
る
基
礎

的
な
資
質
を
形
成
す
る
時
代
と
し
て
の

高
校
時
代
の
思
い
出
、
幅
広
い
教
養
を

身
に
付
け
専
門
的
な
学
習
を
奨
学
金
と

ア
ル
バ
イ
ト
で
切
り
抜
け
た
大
学
時
代

の
思
い
出
、『

学
ぶ
こ
と
は
誠
実
を
身

に
刻
む
こ
と
、
教
え
る
こ
と
は
希
望
を

語
る
こ
と
で
出
発
…』

を
理
念
と
し
て

過
ご
し
た
職
場
生
活
を
感
慨
を
込
め
て

話
さ
れ
た
。
ま
た
、
教
育
に
携
わ
る
者

と
し
て
大
切
に
し
て
き
た
“
大
変
な
時

代
を
生
き
抜
く
人
材
育
成『

志
を
高
く

持
ち
、
不
断
に
壁
に
挑
戦
す
る
教
育』

の
実
践
”
を
熱
く
語
ら
れ
た
。

そ
し
て
結
び
に｢

調
身
・
調
息
・
調

心
を
日
常
生
活
の
要
諦
と
し
て
持
っ
て

欲
し
い｣
と
し
、
不
昧
己
心
・
不
尽
人

情
・
不
竭
物
力
の
三
語
を
処
世
哲
学
書

｢

菜
根
譚｣

よ
り
引
用
し
て
祝
賀
会
参

加
者
に
贈
ら
れ
た
。

会
場
は
、
先
生
の
祝
賀
と
と
も
に
学

び
舎
を
一
つ
に
し
た
仲
間
が
集
い
、
伝

統
あ
る
岐
阜
農
林
高
校
の
校
風
み
な
ぎ

る
大
同
窓
会
と
な
っ
た
。

(

文
責

長
尾)

環
境
配
慮
方
の
生
産
を
実
現

〜
花
き
技
術
・
経
営

コ
ン
ク
ー
ル
会
長
賞
受
賞

高
木
兼
雄
さ
ん(

昭
37
農
卒)

高
木
さ
ん
は
、
岐
阜
市
内
に
二
ヶ
所

に
あ
る
温
室
で
、
観
葉
植
物
の
ス
パ
テ
ィ

フ
ィ
ラ
ム
を
栽
培
。
生
産
技
術
や
経
営

者
に
優
れ
た
花
き
の
生
産
者
を
表
彰
す

る｢

第
十
五
回
花
の
国
づ
く
り
共
励
会

花
き
技
術
・
経
営
コ
ン
ク
ー
ル｣

(

日
本
花
普
及
セ
ン
タ
ー
主
催)

で
会

長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ス
パ
テ
ィ
フ
ィ
ラ
ム
を
始
め
た
の
は
、

平
成
四
年
。
本
校
農
業
科
を
卒
業
し
、

シ
ク
ラ
メ
ン
か
ら
植
木
リ
ー
ス
業
を
手

が
け
て
き
た
が
、
ス
パ
テ
ィ
フ
ィ
ラ
ム

の
白
い
清
ら
か
な
姿
に
引
か
れ
、
五
十

歳
を
前
に｢

こ
れ
だ｣

と
一
発
発
起
し

た
と
の
こ
と
。
平
成
十
二
年
に
は
、
農

業
生
産
法
人
と
し
て
法
人
化
、
現
在
で

は
、
十
万
鉢
近
く
を
出
荷
し
て
お
り
、

県
内
の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
。

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
生
産
技

術
だ
け
で
な
く
、
合
理
的
、
安

定
的
な
経
営
力
も
審
査
と
な
っ

た
。
又
、
こ
の
受
賞
の
陰
に
、

本
校
の
卒
業
生
も
活
躍
し
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種
を
作
り
た
い
と

高
木
由
美
さ
ん(

平
成
十
一
生

工
卒)
が
、
岐
阜
県
農
業
試
験

場
に
て
研
修
を
す
る
な
ど
精
力

的
に
行
っ
て
い
る
。
又
、
今
枝
瑠
依
子

さ
ん(

平
成
十
三
生
卒)

は
、
本
校
で

学
ん
だ
栽
培
技
術
を
元
に
頑
張
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。
経
営
者
と
し
て
本
校
に

求
人
を
し
て
頂
い
た
高
木
兼
雄
さ
ん
も
、

｢

本
校
の
卒
業
生
は
働
き
者
で
、
と
て

も
助
か
っ
て
い
る｣

と
喜
ん
で
い
た
。

こ
の
他
に
、
瀬
古
綾
さ
ん(

旧
姓
高
木
・

平
成
十
三
園
卒
現
在
産
休
中)

は
、

｢

こ
れ
ま
で

｢

農
業｣

と
い
う
と
福
利

厚
生
が
遅
れ
が
ち
だ
け
れ
ど
も
、
一
般

の
企
業
と
同
じ
産
休
を
い
た
だ
け
て
と

て
も
嬉
し
い｣

と
喜
ん
で
い
る
。

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
決
し
て
明

る
く
は
な
い
が
、
こ
の
受
賞
を
き
っ
か

け
に
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
る
様
子
が
印
象
的
だ
っ
た
。

ス
パ
テ
ィ
フ
ィ
ラ
ム
は
サ
ト
イ
モ
科

の
常
緑
多
年
草
の
一
種
で
、
熱
帯
性
ア

メ
リ
カ
が
原
産
。
白
い
花
は
大
変
清
楚

で
甘
い
香
り
が
す
る
。

(２) 第２１７号 平成18年５月25日発行瑞 穂

１列右 高木 兼雄さん Ｓ37農卒
２列右 今枝瑠依子さん Ｈ13生卒
３列中 高木 由美さん Ｈ11生工卒

（
昭
和
28
年
農
科
卒
） 

地
方
自
治
功
労 

旭
日
双
光
章 

 

村
瀬
正
己
氏 



明
治
製
菓(

株)

岐
阜
工
場
は
、
従

業
員
が
百
八
十
九
名
働
い
て
い
ま
す
。

そ
の
内
、
二
十
七
名
が
本
校
の
卒
業
生

で
す
。

私
は
、
産
業
教
育
実
地
研
修
の
研
修
先

と
し
て
明
治
製
菓(

株)
岐
阜
工
場
の

お
世
話
に
な
り
、
そ
の
縁
で
二
十
七
名

卒
業
生
を
取
材
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

明
治
製
菓(

株)

岐
阜
工
場
は
昭
和

四
六
年
に
岐
阜
県
本
巣
郡
北
方
町
に
で

き
、
当
初
は
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
生
産
の
み

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
こ

の
抗
生
物
質
以
外
に
も
、
酵
素
や
ビ
タ

ミ
ン
他
を
生
産
し
て
お
り
、
薬
品
の
原

末
メ
ー
カ
ー
の
ト
ッ
プ
の
一
つ
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

卒
業
生
は
、
現
在
の
食
品
科
学
科
の

前
身
で
あ
る

農
芸
化
学
科

の
卒
業
生
が

多
く
在
籍
し

て
い
ま
す
。

技
術
室
の
安

藤
博
さ
ん
に

よ
る
と
、
以

前
は

｢

岐
農

会｣

と
い
う

岐
阜
農
林
高

校
の
卒
業
生

の
集
ま
り
が

あ
り
、
年
に
三
〜
四
回
程
度
、
歓
迎
会

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
行
事
を
行
っ

て
い
た
と
の
こ
と
。
現
在
は
、
在
籍
し

て
い
る
人
数
は
多
い
け
れ
ど
、
年
代
の

差
も
離
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
定
年
退

職
者
の
送
別
会
程
度
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

安
藤
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
六
年
の
設

立
当
初
か
ら
在
籍
し
て
お
り
、
途
中
三

年
間
の
小
田
原
工
場(

単
身
赴
任)

を

経
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
若
い
頃

に
は
バ
レ
ー
を
や
っ
て
い
た
と
の
こ
と

で
す
が
、
こ
の
工
場
は
人
数
も
多
く
、

卓
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
部
も
あ
り
、
福
利
厚
生
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
私
も
、
林
事
務
部
長
さ

ん
か
ら
誘
わ
れ
、
昼
休
み
に
卓
球
を
し

ま
し
た
が
、
多
く
の
社
員
の
方
々
が
卓

球
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
又
、
ト
リ
ム

と
い
う
独
自
の
組
織
を
作
り
、
ダ
ー
ツ

大
会
、
卓
球
大
会
な
ど
の
リ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
多
く
い
る
職
場
は
品
質
管

理
部
で
二
十
九
名
の
内
七
名
が
い
ま
す
。

近
年
で
は
平
成
十
六
年
と
十
四
年
の
食

品
科
学
科
の
卒
業
生
も
で
あ
る
吉
川
祐

さ
ん
や
服
部
悟
子
さ
ん
が
分
析
作
業
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
、
こ
の
よ
う
に
二
百
名
近
く
の
会

社
で
一
割
以
上
の
卒
業
生
が
活
躍
し
て

い
る
企
業
は
数
少
な
い
で
す
。
こ
れ
ま

で
、
就
職
難
で
大
企
業
か
ら
の
求
人
手

控
え
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
若
い
世
代

で
の
大
企
業
へ
進
ん
で
い
る
卒
業
生
も

少
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
本
校

の
地
元
で
あ
る
企
業
と
し
て
頑
張
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

次
に
、
本
校
の
生
徒
と
明
治
製
菓

(

株)

と
の
交
流
を
、
こ
の
産
業
教
育

の
研
修
の
中
で
実
施
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。
平
成
十
八
年
二
月
九
日
に
、
本

校
生
物
工
学
科
二
年
生
の
二
十
名
が
、

製
造
部
技
術
室
の
小
林
浩
詠
氏
の
指
導

で｢

遺
伝
子
解
析
に
よ
る
微
生
物
の
同

定｣

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
平
成
十
八
年
二
月
二
十
二
日
に
も
、

こ
こ
製
造
部
技
術
室
に
て
本
校
食
品
科

学
科
二
年
生
二
名
の
生
徒
を
引
率
し
、

指
導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

近
年
遺
伝
子
に
関
す
る
実
験
が
大
学

で
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
高

校
で
は
、｢

遺
伝
子
組
み
換
え
実
験｣

は
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
遺

伝
子
解
析
実
験
は
取
り
入
れ
ら
れ
た
例

は
数
少
な
い
。
初
め
て
の
体
験
で
、
と

ま
ど
い
も
多
か
っ
た
生
徒
達
で
あ
る
が
、

電
気
泳
動
の
結
果
、
染
色
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
観
察
し
、
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。今

後
も
、
明
治
製
菓(

株)

岐
阜
工

場
と
本
校
の
生
徒
と
の
交
流
は
継
続
事

業
と
し
て
是
非
、
依
頼
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

(

文
責

食
品
科
学
科

山
田

伸)
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全
国
農
業
大
学
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

島
塚
知
里
さ
ん

(

平
16
園
卒)

岐
阜
県
農
業
大
学
校
に
在
学
中
に
全

国
農
業
大
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
に

て
果
樹
の
栽
培
に
関
す
る
研
究
を
発
表

し
、
最
優
秀
賞
で
あ
る｢
農
水
大
臣
賞｣

を
受
賞
し
た
島
塚
知
里
さ
ん
が
、
難
し

い
と
さ
れ
る
梨
の
減
農
薬
栽
培
に
取
り

組
み
、
岐
阜
県
内
で
初
の
、
県
の
認
証

登
録
を
取
得
し
た
。

現
在
は
、
岐
阜
県
農
業
技
術
研
究
所

に
務
め
る
傍
ら
、
普
及
員
を
目
指
し
て

勉
強
に
励
ん
で
い
る
。｢

消
費
者
ニ
ー

ズ
は
安
全
・
安
心
・
健
康
に
向
か
っ
て

い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
環
境
型
農
業
を

推
進
し
た
い｣

と
、｢

ぎ
ふ
ク
リ
ー
ン

農
業
50｣

の
認
証
制
度
の
必
要
性
も
感

じ
、
認
証
登
録
の
取
得
に
も
挑
戦
し
た
。

化
学
肥
料
と
農
薬
を
慣
行
栽
培
に
比
べ

て
50
％
以
上
削
減
し
た
場
合
に
は｢

ぎ

ふ
ク
リ
ー
ン
農
業
50｣

の
表
示
が
で
き

る
の
で
、
少
し
で
も
多
く
の
農
家
に
認

証
を
進
め
、
安
心
な
農
作
物
を
消
費
者

に
提
供
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

皇
后
陛
下
の
お
手
播
き
の

イ
チ
ョ
ウ
は
岐
阜
農
林
の
母
樹

第
五
十
七
回
全
国
植
樹
祭
が
五
月
二

十
一
日(

日)

下
呂
市
萩
原
町
を
メ
イ

ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
折

り
に
皇
后
陛
下
が
お
手
播
き
に
な
る
イ

チ
ョ
ウ
の
種
は
、
本
校
の
樹
齢
百
年
を

超
え
る
母
樹
か
ら
本
校
森
林
科
学
科
の

二
年
生
が
丹
精
込
め
て
収
穫
し
選
別
し

た
も
の
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
こ
の
生
徒
達
が
下
呂
市
の
会

場
へ
参
加
し
、
皇
后
陛
下
が
お
手
播
き

さ
れ
る
の
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、

岐
阜
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場(

各
務
原
市)

で
は
、
山
火
事
跡
地｢

緑
の
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト｣

に
下
刈
り
活
動
に
参
加
し

た
森
林
科
学
科
三
年
生
が
同
日
に
植
樹

活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
様
に
、
森
林
科
学
科
の
生
徒
が
、

自
然
保
護
・
環
境
教
育
の
実
践
と
社
会

参
加
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
の
で
紹

介
し
ま
す
。

平
成
十
八
年
度

若
葉
会
会
員
異
動
者
名
簿

揖
斐
農
林
事
務
所

成

瀬

冨
士
一(

昭
41
林)

岐
阜
県
イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事

業
団志

村

喜

一(

昭
44
園)

花
と
都
ぎ
ふ
花
の
緑
の
推
進
セ
ン
タ
ー

沢

木

忠

幸(

昭
44
農)

健
康
福
祉
部
国
民
健
康
保
険
課
長

藤

井

清

敏(

昭
45
農)

飛
騨
農
林
事
務
所

門

野

吉

博(

昭
45
農)

(

警
察
本
部)

警
備
第
一
課

渡

辺

定

康(

昭
44
農)

高
山
警
察
署

岡

崎

敏

朗(

昭
44
農)

(

退
職
者)

総
合
政
策
課

傍

嶋

幸
治
郎(

昭
40
農)

保
健
医
療
課

加

納

康

男(

昭
40
農)

厚
生
課

所

道

夫(

昭
40
林)

各
務
原
高
等
学
校

堀

信

義(

昭
39
農)

西
濃
地
域
農
山
村
整
備
事
務
所

久
保
田

光

明(

昭
40
農
土)

中
濃
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

柳

瀬

仁

一(

昭
40
農)

飛
騨
地
域
農
山
村
整
備
事
務
所

加

藤

正

義(

昭
40
農
土)

本
校
職
員
の
移
動

〈
退

職
〉

菅
原

知
之

先
生

保
健
体
育
の
教
諭
と
し
て
本
校
に
四

年
間
在
職
さ
れ
、
こ
の
度
定
年
退
職
と

な
ら
れ
ま
し
た
。

西
脇

博
史

先
生

本
校
動
物
科
学
科
に
六
年
間
在
職
さ

れ
、
こ
の
度
定
年
退
職
と
な
ら
れ
ま
し

た
。
今
年
も
再
任
用
と
し
て
本
校
に
勤

務
頂
き
ま
す
。

〈
転

出
〉

細
野

政
成

教
頭
先
生

本
校
に
教
頭
と
し
て
二
年
間
在
職
さ

れ
、
こ
の
度
瑞
浪
高
校
へ
転
出
さ
れ
ま

し
た
。

田
中

聡

先
生

保
健
体
育
の
教
諭
と
し
て
、
本
校
に

十
七
年
間
在
職
さ
れ
、
こ
の
度
岐
南
工

業
高
校
へ
転
出
さ
れ
ま
し
た
。

浅
野

繁
幸

先
生

農
業(

流
通
科
学)

教
諭
と
し
て
、

本
校
に
四
年
間
在
職
さ
れ
、
こ
の
度
東

濃
養
護
学
校
高
校
へ
部
主
事
と
し
て
転

出
さ
れ
ま
し
た
。

辻

浩
幸

先
生

農
業(

園
芸
科
学)

教
諭
と
し
て
、

本
校
に
十
五
年
間
在
職
さ
れ
、
こ
の
度

大
垣
養
老
高
校
へ
転
出
さ
れ
ま
し
た
。

川
島

茂
樹

先
生

農
業(

森
林
科
学)

教
諭
と
し
て
、

本
校
に
一
四
年
間
在
職
さ
れ
、
こ
の
度

郡
上
高
校
へ
転
出
さ
れ
ま
し
た
。

大
石

真
一

先
生

農
業(

森
林
科
学)

教
諭
と
し
て
、

本
校
に
七
年
間
在
職
さ
れ
、
こ
の
度
大

垣
養
老
高
校
へ
転
出
さ
れ
ま
し
た
。

松
原

了
一

先
生

動
物
科
学
科
の
実
習
教
諭
と
し
て
、

本
校
に
九
年
間
在
職
さ
れ
、
こ
の
度
大

垣
養
老
高
校
へ
転
出
さ
れ
ま
し
た
。

金
森

利
夫

先
生

園
芸
科
学
科
の
実
習
教
諭
と
し
て
、

本
校
に
七
年
間
在
職
さ
れ
、
こ
の
度
大

垣
養
老
高
校
へ
転
出
さ
れ
ま
し
た
。

杉
江

一
吉

事
務
長
補
佐

本
校
の
事
務
長
補
佐
と
し
て
二
年
間

在
職
さ
れ
、
こ
の
度
岐
阜
盲
学
校
へ
課

長
補
佐
と
し
て
転
出
さ
れ
ま
し
た
。

長
井
由
香
里

事
務
主
事

本
校
に
事
務
主
事
と
し
て
五
年
間
在

職
さ
れ
、
こ
の
度
羽
島
北
高
校
へ
事
務

主
任
と
し
て
転
出
さ
れ
ま
し
た
。

猪
島
寿
美
子

主
任
学
校
司
書

本
校
の
図
書
主
任
司
書
と
し
て
本
校

に
二
年
間
在
職
さ
れ
、
こ
の
度
関
有
知

高
校
へ
転
出
さ
れ
ま
し
た
。

小
木
曽
唯
哉

先
生(

理
科
講
師)

加
茂
農
林
高
校(

講
師)

へ
転
出
さ

れ
ま
し
た
。

奥
村

信
子

先
生(

保
体
講
師)

大
垣
養
護
学
校
へ
転
出
さ
れ
ま
し
た
。

中
村

彩

先
生(

農
業
講
師)

新
任
と
し
て
飛
騨
高
山
高
校
へ
転
出

さ
れ
ま
し
た
。

石
井

朝
子

先
生(

農
業
講
師)

広
島
県
立
西
条
農
業
高
校
へ
転
出
さ

れ
ま
し
た
。

綱
島

康
介

先
生(

農
業
講
師)

新
任
と
し
て
兵
庫
県
立
農
業
高
校
へ

転
出
さ
れ
ま
し
た
。

〈
転

入
〉

大
野

良
輔

教
頭
先
生

阿
木
高
校
よ
り

神
田

輝
郎

先
生(

理
科)

大
垣
南
高
校
よ
り
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小
森

豊
文

先
生(

保
体)

郡
上
北
高
校
よ
り

高
島

一
志

先
生(

農
業)

テ
ク
ノ
研
修
室
よ
り

加
藤

英
彦

先
生(

農
業)

郡
上
高
校
よ
り

岡
田

秀
樹

先
生(

農
業)

テ
ク
ノ
研
修
室
よ
り

長
屋

貴

先
生(
農
業)

恵
那
農
業
高
校
よ
り

福
井

強
志

先
生(

実
習
教
諭)

大
垣
養
老
高
校
よ
り

西
脇

博
史

先
生(

実
習
教
諭)

再
任
用

鈴
木
俊
一
郎

事
務
長
補
佐

岐
山
高
校
よ
り

松
井

菜
穂

事
務
主
任

大
垣
商
業
高
校
よ
り

米
原

理
絵

学
校
司
書

大
垣
養
老
高
校
よ
り

〈
新

任
〉

田
口

健
太

先
生(

実
習
助
手)

◎
訃

報

野
村

幸
男(

昭
17
林
卒)

平
成
18
年
１
月
22
日
ご
逝
去

石
原

勲(

元
事
務
長)

平
成
17
年
12
月
21
日
ご
逝
去

度
会

亨(

昭
14
年
農)

平
成
17
年
11
月
ご
逝
去

汲
田

猛(

昭
51
年
農)

ご
逝
去

安
江

正
大(

昭
47
年
度)

平
成
18
年
４
月
ご
逝
去

○
男
子
バ
レ
ー
部

[

選
抜
県
大
会]

一
回
戦

本
校
○
２
│
０

加
茂
農
林

二
回
戦

本
校
●
０
│
２
大
垣
工
業

[

ス
プ
リ
ン
グ

チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ッ
チ]

一
回
戦

本
校
●
０
│
２
恵
那

[
県
高
校
総
体

岐
阜
地
区
大
会]

一
回
戦

本
校
●
０
│
２
富
田

○
女
子
バ
レ
ー
部

[

選
抜
県
大
会]

一
回
戦

本
校
●
０
│
２
可
児

二
回
戦

本
校
●
０
│
２
関

[

県
高
校
総
体

岐
阜
地
区
大
会]

一
回
戦

本
校
○
２
│
０
岐
阜
女
子

二
回
戦

本
校
○
２
│
１
富
田

(

県
大
会
出
場)

○
陸
上
部

[

大
野
橋
駅
伝]

高
校
男
子
の
部

岐
阜
農
林
Ａ

準
優
勝

岐
阜
農
林
Ｂ

３
位

一
般
女
子
の
部

岐
阜
農
林

準
優
勝

[

第
54
回
高
校
総
体
岐
阜
地
区
予
選]

3E

小
塩

克
友

男
子
3000
ｍ
sc
10
分
33
秒
44

第
２
位

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

[

県
新
人
大
会]

一
回
戦

本
校
○
６
│
３
中
京

二
回
戦

本
校
○
０
│
６
岐
阜
女
子

(

ベ
ス
ト
８)

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

男
子

[

県
新
人
大
会
団
体]

二
回
戦

本
校
○
２
│
１
大
垣
北

三
回
戦

本
校
●
０
│
２
大
垣
工
業

(

ベ
ス
ト
16)

[

県
高
校
総
体
団
体]

二
回
戦

本
校
○
２
│
１
県
岐
阜
商

三
回
戦

本
校
●
０
│
２
大
垣
東

(
ベ
ス
ト
16)

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

女
子

[

県
新
人
大
会
団
体]

二
回
戦

本
校
○
３
│
０
海
津
明
誠

三
回
戦

本
校
●
０
│
２
土
岐
商

[

県
新
人
大
会
個
人]

一
回
戦

江
隈
・
棚
橋
○
４
│
３
多
治
見
西

二
回
戦

江
隈
・
棚
橋
●
２
│
４
岐
阜
総
合

二
回
戦

永
田
・
青
山
●
０
│
４
土
岐
商

[

県
高
校
総
体

岐
阜
地
区
大
会]

梅
田
・
藤
川

(

ベ
ス
ト
８
・
県
大
会
出
場)

永
田
・
青
山

(

ベ
ス
ト
16
・
県
大
会
出
場)

江
隈
・
棚
橋

(

ベ
ス
ト
32
・
県
大
会
出
場)

[

県
高
校
総
体
団
体]

一
回
戦

本
校
○
３
│
０
大
垣
養
老

二
回
戦

本
校
●
０
│
３
岐
阜
各
務
野

○
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

[

県
高
校
総
体

岐
阜
地
区
大
会]

四
回
戦

本
校
○
83
│
69
長
良
高
校

準
決
勝

本
校
○
91
│
63
岐
南
工
業

決

勝
本
校
○
95
│
61
岐
阜
北

(

優
勝
・
県
大
会
出
場)

○
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

[

県
高
校
総
体

岐
阜
地
区
大
会]

一
回
戦

本
校
●
31
│
34
岐
阜
東

○
卓
球
部

男
子

[

県
高
校
総
体

岐
阜
地
区
大
会]

団
体
の
部

一
回
戦

本
校
●
２
│
３
岐
阜
高

12
位
以
内

本
校
○
３
│
０
各
務
原

10
位
以
内

本
校
○
３
│
１
長
良

９
位
決
定

本
校
○
３
│
１
岐
阜
第
一

(

９
位)

個
人
の
部

3E

木
村

県
大
会
出
場

○
卓
球
部

女
子

[

県
高
校
総
体

岐
阜
地
区
大
会]

団
体
の
部

一
回
戦

本
校
●
２
│
３
岐
阜
高

６
位
以
内

本
校
○
３
│
０
本
巣
松
陽

５
位
決
定

本
校
○
３
│
０
羽
島
北

(

５
位)

○
柔
道
部

男
子

[

岐
阜
地
区
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会]

60
㎏
以
下
級

川
島

二
回
戦
敗
退

田
中

三
回
戦
敗
退(

ベ
ス
ト
８)

66
㎏
以
下
級

浅
野

一
回
戦
敗
退

81
㎏
以
下
級

臼
井

一
回
戦
敗
退

佐
藤

三
回
戦
敗
退(

ベ
ス
ト
４)

県
大
会
出
場

100
㎏
以
下
級

神
野

一
回
戦
敗
退(

ベ
ス
ト
５)

県
大
会
出
場

[

県
高
校
総
体
団
体]

(５) 第２１７号 平成18年５月25日発行瑞 穂
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一
回
戦

本
校
○
３
│
２
郡
上

二
回
戦

本
校
○
４
│
１
大
垣
工

三
回
戦

本
校
●
０
│
５
県
岐
阜
商

(

ベ
ス
ト
16)

3Ｂ
田
中

3Ｎ
神
野

3Ａ
佐
藤

2Ｎ
川
島

1Ａ
臼
井

○
柔
道
部

女
子

[

岐
阜
地
区
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会]

52
㎏
以
下
級

加
藤

二
回
戦
敗
退(

ベ
ス
ト
５)

県
大
会
出
場

○
相
撲
部

[

県
高
校
総
体]

決
勝
リ
ー
グ

本
校
○
３
│
２
郡
上
北

本
校
○
３
│
２
大
垣
日
大

本
校
●
２
│
３
市
岐
商

3Ｂ
田
中

3Ｎ
神
野

3Ａ
佐
藤

(

準
優
勝
・
東
海
大
会
出
場)

Ｈ
Ｐ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
つ
い
て

平
成
十
八
年
四
月
一
日
よ
り
、
Ｈ
Ｐ

の
運
営
管
理
を
ユ
ニ
オ
ン
技
術
セ
ン
タ
ー

か
ら
、
Ｈ
Ａ
テ
レ
コ
ム
へ
移
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
の
Ｈ
Ｐ
は
、
木
々
の
緑
を
基
調

に
し
た
も
の
で
構
成
し
て
い
ま
す
が
、

農
業
の
意
義
を
再
認
識
す
る
た
め
に
も

｢

農
園｣

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
な
も

の
を
と
考
え
て
い
ま
す
。
又
、
掲
示
板

の
取
り
扱
い
も
一
新
し
、
こ
れ
ま
で
匿

名
の
形
で
自
由
に
書
き
込
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
名
前
と

そ
の
方
の
ア
ド
レ
ス
を
明
記
し
な
い
と

書
き
込
み
が
出
来
な
い
掲
示
板
に
変
え

さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
現
在
、
２
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
よ
う
に
社
会
的
に
問
題
と
な
っ

て
い
る
掲
示
板
も
少
な
く
な
い
よ
う
で

す
が
、
掲
示
板
で
公
開
す
る
ご
意
見
な

ど
責
任
あ
る
形
で
公
開
し
て
頂
き
、
必

要
に
応
じ
て
、
事
務
局
と
し
て
お
答
え

も
し
て
い
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

更
に
こ
の
Ｈ
Ｐ
で
心
が
け
て
い
き
た

い
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
版｢
瑞
穂｣

に
て

最
新
の
情
報
は
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、

白
黒
で
し
た
の
で
、
こ
の
記
事
の
中
か

ら
抜
粋
し
て
カ
ラ
ー
で
公
開
す
る
コ
ー

ナ
ー
も
作
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
Ｈ
Ｐ
と
な
る
よ
う
、
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

前
回
は
三
ヶ
月
の
研
修
に
出
て
い
た

の
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
休
ま
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
今
回
号
は
、｢

花｣

を
テ
ー

マ
に
し
た
記
事
を
入
れ
、
春
を
意
識
し

て
編
集
し
ま
し
た
。

先
日
、
桜
を
見
に
恵
那
市
笠
置
町
に

あ
る
恵
那
峡
へ
行
き
ま
し
た
。
そ
の
途

中
庭
先
に
赤
と
白
色
の
桃
の
花
を
咲
か

せ
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
の
手
入
れ
を

し
て
い
る
伊
藤
銀
子
さ
ん
に
声
を
か
け
、

教
わ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

伊
藤
さ
ん
は
独
居
老
人
で
、
毎
日
花

に
声
を
か
け
て
手
入
れ
を
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
と
て
も
き

れ
い
な
花
壇
で
し
た
。
朝
日
新
聞
に

｢

連
翹｣

と
い
う
記
事
を
投
稿
し
、
そ

れ
も
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
非
常

に
心
温
ま
る
文
章
で
、
私
も
、
こ
の

｢

瑞
穂｣

を
通
し
て
少
し
で
も
心
打
つ

文
章
を
書
き
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
話
の
途

中
、
恵
那
農
業
高
校
で
勤
め
て
い
た
こ

と
を
話
し
た
と
こ
ろ
、｢

農
高
の
卒
業

生
は
よ
く
働
く
と
評
判
だ
よ｣

と
褒
め

て
く
れ
ま
し
た
。
高
木
ガ
ー
デ
ン
の
高

木
さ
ん
か
ら
も
農
業
高
校
の
卒
業
生
は

本
当
に
よ
く
働
く
と
褒
め
ら
れ
、
こ
の

時
、｢

額
に
汗
し
て
頑
張
っ
て
い
る
卒

業
生｣

を
少
し
で
も
多
く
紹
介
す
る
の

が
こ
の｢

瑞
穂｣
の
存
在
意
義
で
も
あ

る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
岐
阜
農
林

高
校
を
初
め
、
県
下
に
は
農
業
高
校
単

独
校
が
、
加
茂
農
林
高
校
、
恵
那
農
業

高
校
三
校
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

こ
の｢

瑞
穂｣

は
、
農
業
高
校
の
卒
業

生
を
代
表
す
る
機
関
誌
と
い
う
気
持
ち

で
編
集
し
て
い
き
た
い
と
最
近
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
ど
う
か
購

読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(６) 第２１７号 瑞 穂 平成18年５月25日発行

編
集
後
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